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第４学年 国語科学習指導案

学習したことを生かして１．単元

「ごんぎつね」 関連教材「おにたのぼうし」

２．指導の考え方

○ 子どもの実態

本学年の子どもたちは，これまでに「三つのお願い 「白いぼうし 「一つの花」の学習を」 」

通して，読みのめあてに沿って，人物の気持ちや人柄を読み取る学習をしてきている。その中

で，各場面で中心となる文を基に，情景を想像しながら人物の気持ちや人柄を考える読み方を

身に付けている。しかし，根拠とする叙述をはっきりさせることはできても，その叙述からど

のように考えたか自分なりに解釈することや，場面と場面をつないで読むことは，まだ十分と

は言えない。

「関連づけて読む」活動については 「白いぼうし」と同じシリーズの関連教材「春のお客，

さん」を比べて読み，運転手松井さんのどんなお客さんに対しても変わらぬ相手のことを思い

， 。 ， ，やる関わりぶりから 優しい人柄について読み深めた 具体的には 子どもや大人だけでなく

たぬきにも優しい松井さんの人柄に対する見方・考え方を深めることができた。

○ 教材の価値・特質

教科書教材は，いつもひとりぼっちで生活していたごんが，自分と同じひとりぼっちになっ

た兵十に自分の存在に気付いてほしい，兵十と分かり合いたいと願う一途な姿を描いている物

語である。

文章構成の特質としては，６つの場面で構成されていて 「いたずらをするごん 「反省し， 」

後悔するごん 「つぐないをくり返すごん 「兵十の後をついていくごん 「兵十に気付いても」 」 」

らっていないことを知ったごん 「兵十にうたれるごん」と展開していく。その中で，ごんの」

言動に着目し，ごんの気持ちを読み取ることによって，その奥底にあるごんのひとりぼっちの

さみしい心の中身を読み確かめることができる教材である。

文章表現の特質である，心内語や類義語，繰り返しの表現，文末表現などを基に，登場人物

の気持ちの動きや，登場人物同士の関係を読み取り，場面をつないで物語全体を貫いている主

人公の心を確かめるのに適した教材であると言える。

関連教材「おにたのぼうし」は，恥ずかしがり屋で気のいい鬼のおにたが，人間のためにい

ろんないいことをするが分かってもらえない話である。自分に気付いてほしい，悪い鬼ばかり

ではないことを人間に分かってほしいと願い，一生懸命に行動するが，最後まで分かってもら

えないおにたのさみしい心を読むことができる物語である 「ごんぎつね」と比べて読むこと。

で，お互いが分かり合い，心を通い合わせることの難しさとその大切さについて考えるのに適

した教材である。

○ 指導にあたって

読みのめあて

人物が題名に取り上げられていることから，人物そのものが大きな役割を担っていること

をふまえ 「ごんぎつねがどんなことをするのだろう 「特別なきつねなのだろうか 」と， 。」 。

いうことを意識しながら冒頭を読んでいく。冒頭では，語り手が小さいときに聞いた話を数

十年たった今でも忘れずに人々に伝えていることをおさえ，題名での疑問とつなぎ，そこま

「 」 。で語り手の心に残ったものは ごんぎつね の話の何なのかという読みのめあてを生み出す

予見

読みのめあてに沿って全文を読み，ごんの行動を追っていくことで 「語り手である『わ，

たし』の心に残っているのは，ごんのひとりぼっちのさみしい心である 」という予見を書。

きまとめる。そして，各自の予見を交流し，読み取ったことの共通点や相違点を明らかにし

て，学級の予見を方向付ける。

学習計画

予見を方向付ける際に 「わたし」の心の中に残っているのは，ごんぎつねのどんなさみ，

しい心なのか，確かに読み取れていなかったことや，もっと詳しく知りたいことを明らかに

し，各場面のごんの気持ちを読み取るのに手がかりとなる中心文から何を読み確かめていけ
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ばいいのかを考え，学習計画を立てる。

読み深め・確かめ

学習計画に沿って，場面ごとに立ち止まる中心文を基に，ごんの気持ちを読み取り，ごん

のひとりぼっちのさみしい心の中身を読み確かめていく。ここでは叙述を基に，ごんの気持

ちの動きとその奥底に貫かれているひとりぼっちのさみしい心の中身を読み確かめる。

読み・読み方のまとめ

題名にもどり，人間である兵十に対し，ごんが「きつね」であるという宿命を背負ってい

るということに気付かせる。その上で，ごんがどんなことをしても死をもってしか分かって

もらえず，ひとりぼっちのさみしい心のままであったことが語り手の心に残ったという読み

をまとめる。さらに，ごんの気持ちの動きや，ごんと兵十の関係を読み取り，ごんのさみし

い心の中身を読み確かめるために，心内語や類義語，繰り返しの表現，文末表現などを読む

読み方を使ったことについてまとめる。

「関連づけて読む」活動

， 「 」兵十と分かり合いたいと願ったが 死をもってしか気付いてもらえなかった ごんぎつね

と 「おにたのぼうし」を関連づけて読むことによって，お互いが分かり合い，心を通い合，

わせることの難しさとその大切さについての見方・考え方を深める。

３．単元の目標

○ 同じひとりぼっちと思い込み，兵十になんとか自分の存在に気付いてほしい，分かり合いたい

と願ってつぐないをくり返したにもかかわらず，死をもってしか分かり合うことができなかった

ごんのひとりぼっちのさみしい心を読み取ることができる。

○ 中心文を基に，場面と場面をつないで人物の気持ちの変化を読み取ったり，類義語や文末表現

に着目して人物の気持ちを読み取ったりする読み方を身に付けることができる。

○ 死をもってしか気付いてもらえなかった「ごんぎつね」と 「おにたのぼうし」を「関連づけ，

て読む」ことによって，お互いが分かり合い，心を通い合わせることの難しさとその大切さにつ

いての見方・考え方を深めることができる。

（全１９時間）４．学習計画

時 主な学習活動と内容 指導上の留意点過程

， 「 」 ）(◎基礎・基本の重点 ※ 関連づけて読む 活動に関して

１ １ 単元名から学習の構えをもつ。 ○ きつねについてのイメージを出させ，

読 ２ 題名から考えたことや疑問に思ったことを マイナスのイメージが強いことに気付か

出し合う。 せておく。

み ○ 題名が人物の名前になっていたときの題

名の働きをとらえること

の ３ 題名と冒頭をつないで読み，読みのめあて ○ 語り手が小さいときに聞いた話なの

を生み出す。 に，今も忘れられずにいることに着目さ

め ○ 語り手が登場して，長い間語り継がれて せる。

いる意味をとらえること

あ 〔読みのめあて〕

語り手のわたしは 「ごんぎつね」のお話の何が強く心に残っているのだろう。，

て

２ １ 読みのめあてに沿って全文を読み通し，予 ○ 一行空きと挿し絵を手がかりにするこ

見を書きまとめる。 とで，全文が６つの場面に分けられるこ

３ ( ) 一行空きと挿し絵を手がかりにし，ごん とに気付かせる。1

の言動を中心にあらすじをとらえる。

予 ( ) 各場面でのごんの言動と気持ちを書きま ○ 各場面でのごんの言動にサイドライン2

とめる。 を引かせ，そこから分かるごんの気持ち

( ) 各場面のごんの気持ちをつないで，語り を書き込ませる。3

見 手の心に残ったものを自分の予見として書

きまとめる。
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２ 個人の予見を交流し，予見を方向付ける。

〔予見の方向〕

語り手のわたしは，ごんのひとりぼっちのさみしい心が心に残った。

４ １ 各場面で何を読み確かめていくのかを確認 ○ 予見の違いから，根拠となる叙述の重

し，学習計画を立てる。 なりや違いを整理させ，中心文から何を

学 ( ) 各場面の中心文を決める。 読み確かめていくのかはっきりさせる。1

( ) 中心文を基に，何を読み確かめていくの ○ どの叙述を中心に何を読み確かめるの2

か話し合う。 か，学習計画表として掲示する。

習 〔学習計画〕

① いたずらばかりするごんの様子から，ごんのひとりぼっちのさみしい心を確かめる。

， 。② ほらあなの中で考えるごんの様子から ごんのひとりぼっちのさみしい心を確かめる

計 ③「おれと同じ，ひとりぼっちの兵十か 」と思うごんの様子から，ごんのひとりぼっち。

のさみしい心を確かめる。

④ つぐないをくり返すごんの様子から，ごんのひとりぼっちのさみしい心を確かめる。

画 ⑤「～引き合わないなあ 」と思うごんの様子から，ごんのひとりぼっちのさみしい心を。

確かめる。

⑥ ぐったりと目をつぶったままうなずいたごんの様子から，ごんのひとりぼっちのさみ

しい心を確かめる。

５ １ いたずらばかりするごんの様子から，ごん ○ ひとりぼっちのごんの生活の様子や状

読 のひとりぼっちのさみしい心を読み確かめる 況を想像させ，いたずらをくり返す理由。

み ６ ( ) ごんの生活の様子について話し合う。 や気持ちを考えさせる。1

深 ○ 家族や友達がなく，ひとりぼっちで生活 ◎ いたずらの中身を話し合うときに ほ，「

め していることに気付くこと り散らしたり 「むしり取って」の言葉」

・ ○ いたずらをくり返す理由についてとらえ に立ち止まらせ 「ほったり 「むしっ， 」

読 ること たり」と比べさせることで，ごんのいた

， ，み ずらが どれほどひどいものだったのか

確 ( ) いたずらとひとりぼっちで生活している 村人の立場からも考えさせる。2

か ことをつないで話し合う。 ○ 家族や友達がなく，ひとりぼっちで生

め 活していることと，くり返しするいたず

２ 読み確かめたことをもとに，自分の読みに らをつないでごんのひとりぼっちのさみ

付け加わったことを書きまとめる。 しい心の中身を書きまとめさせる。

ひとりぼっちのさみしさを紛らわすため，村中の話題になって，自分に関心をもってほ

しいと思うごんのひとりぼっちのさみしい心。

７ １ ほらあなの中で考えるごんの様子から，ご ◎「～ちがいない 「～だろう 」という。」 。

んのひとりぼっちのさみしい心を読み確かめ 文末の言葉に立ち止まらせ，ごんが思い

８ る。 込みで反省し，後悔し始めていることに

( ) うなぎのいたずらについて話し合う。 気付かせる。1

○ ごんにとっては今までのいたずらと同じ ○「おっかあ」という言葉が繰り返されて

であることをとらえること いることに気付かせ，兵十をひとりぼっ

( ) うなぎのいたずらだけを反省している理 ちにさせてしまったというごんの気持ち2

由について話し合う。 が強く表れていることに気付かせる。

○ 叙述とつないで，兵十をひとりぼっちに ○ 思い込みと前場面のごんの気持ちをつ

してしまったというごんの思い込みである ないで，ごんのひとりぼっちのさみしい

ことをとらえること 心の中身を書きまとめさせる。

２ 読み確かめたことをもとに，自分の読みに

付け加わったことを書きまとめる。

自分が今までひとりぼっちでさみしくてたまらなかったから，兵十をひとりぼっちにし

てしまったのは自分だと思い込むごんのひとりぼっちのさみしい心。
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９ １「おれと同じ，ひとりぼっちの兵十か 」と ○ 兵十の位置・距離を読み取り，ごんが。

思うごんの様子から，ごんのひとりぼっちの 兵十のそばに近付いていることに気付か

さみしい心を読み確かめる。 せる。

( ) 何が同じなのか話し合う。 ◎ 読点を読み，ごんが兵十のことを自分1

○ おっかあがいないことは同じであるが， と同じ境遇だと強く思い込み，確信した

ごんはきつねで兵十は人間であることや， ことを読み取らせる。

兵十には友達や村人がそばにいることが違 ◎「ひとりぼっちの兵十か 」の文末を読。

っていて，ごんの思い込みであることをと み，ひとりぼっちにさせたことが自分で

らえること あることを確信し，後悔しているごんの

( ) 文末からごんの気持ちを話し合う。 気持ちを読み取らせる。2

○ 文末「か」に込められた後悔している気 ○ 話し合ったことをもとに，ごんのひと

持ちをとらえること りぼっちのさみしい心の中身を書きまと

２ 読み確かめたことをもとに，自分の読みに めさせる。

付け加わったことを書きまとめる。

ごんは，おっかあがいないことを何よりもさみしいと思っている。だから，おれと同じ

だと言い，おっかあが死んだのは自分のせいだったと確信した。でも，兵十にはおっかあ

がいなくても，友達や村人がそばにいてくれるが，ごんには誰一人そばにいてくれる人が

。 ， 。いない それなのに 兵十と自分を同じだと勘違いするごんのひとりぼっちのさみしい心

１ つぐないをくり返すごんの様子から，ごん ○「次の日も，その次の日も～」や「まず10

のひとりぼっちのさみしい心を読み確かめる 一つ」を基に，一生懸命つぐないを続け。

( ) 兵十に何度もくりや松たけを持って行っ るごんのさみしい気持ちを考えさせる。11 1

たごんの気持ちを話し合う。 ◎「持ってきてやりました 」と「いきま。

○ くり返しつぐないに出かけていることを した 」を比べ，つぐないを続けながら。

とらえること も，兵十の気持ちを変えたいと思うごん

( ) つぐないをくり返す理由を話し合う。 の様子に気付かせる。2

○ つぐないの中身が変わっていっているこ ○ いわし→くり→松たけとつぐないの内

とをもとに，ごんの気持ちが，兵十に自分 容が少しずつ変化していることから，ご

の存在に気付いてほしい，自分の思いを分 んの兵十を思う気持ちも変化しているこ

かってほしいという気持ちに変化している とに気付かせる。

ことをとらえること ○ 話し合ったことをもとに，ごんのひと

２ 読み確かめたことをもとに，自分の読みに りぼっちのさみしい心の中身を書きまと

付け加わったことを書きまとめる。 めさせる。

うなぎのつぐないが，なんとしても自分の存在と思いを分かってほしい，兵十の気持ち

を変えたいという思いに変わり，つぐないをし続けるごんのひとりぼっちのさみしい心。

１「～引き合わないなあ 」と思うごんの様子 ○ 兵十の後をつけるごんの様子から，兵12 。

から，ごんのひとりぼっちのさみしい心を読 十のそばに行き，兵十が自分のことに気

み確かめる。 付いているかもしれないと期待している13

( ) 兵十と加助の後をつけていくごんの様子 ごんの気持ちを読み取らせる。1

を話し合う。 ○「こいつは」の指している内容を考えさ

○ 兵十とごんの距離が近くなっていること せる。

をとらえること ◎「おれ」の繰り返しから，自分に気付い

( )「～引き合わないなあ 」と思うごんの気 てもらっていなかったことに落胆してい2 。

持ちを話し合う。 るごんの気持ちに気付かせる。

○ 自分のつぐないに気付いてもらえず落ち

込むごんの気持ちを想像すること ○ 話し合ったことをもとに，ごんのひと

２ 読み確かめたことをもとに，自分の読みに りぼっちのさみしい心の中身を書きまと

付け加わったことを書きまとめる。 めさせる。

自分に気付いてほしいと期待していたのに，兵十に気付いてもらっていなかったことが

分かり，期待が裏切られ，がっかりしているごんのひとりぼっちのさみしい心。
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１ ぐったりと目をつぶったままうなずいたご ◎ ぐったりと目をつぶったままうなずい14

んの様子から，ごんのひとりぼっちのさみし たごんの気持ちを，引き合わないなあと

い心を読み確かめる。 思ったのに，明くる日も兵十の家に出か15

( ) ぐったりと目をつぶったままうなずいた けたことや，今までと違って家の中に入

【

1

ごんの気持ちを話し合う。 ってくりを固めて置いたことを，前場面〇

○ ごんがうなずいた気持ちをとらえること までの読み取りとつないで考えさせる。組

( ) 青いけむりが，まだつつ口から細く出て ○ 青いけむりが出ている間にごんの頭の本 2

いたときの，ごんの様子と兵十の気持ちを 中には，兵十への今までの思いが思い出時

話し合う。 されていることを想像させる。呼称の変

】

○ 今にもごんの命が消えそうなことをもと 化から，兵十に自分の存在にやっと気付

に，死をもってしか気付いてもらえなかっ いてもらったものの，ごんの死が迫って

たごんのひとりぼっちのさみしさと，自分 いることに気付かせる。

の手でうってしまった兵十の後悔を，兵十 ○ 兵十が驚き，後悔している様子を想像

が引きつぐであろうことをとらえること させ，ごんのひとりぼっちのさみしい心

２ 読み確かめたことをもとに，自分の読みに の中身を書きまとめさせる。

付け加わったことを書きまとめる。

死をもってしか兵十に気付いてもらえなかったごんのひとりぼっちのさみしい心。兵十

は，自分の手でうってしまった後に，ごんのひとりぼっちのさみしい心に気付き，取り返

しのつかないことをしたことを後悔し続けるであろう。ごんと兵十，両者の心が通い合う

ことのなかった切なさ，やるせなさが語り手の心に残った。

１ 読みのまとめをする。 ○ ごんのひとりぼっちのさみしい心の中16

身がどのように詳しくなったのか，確か

めたことと題名をつないで読みのまとめ

をする。

２ 読み方のまとめをする。 ◎ 学習した読み方を振り返って 「読み，

○ 言葉をはずして読む 方の種」としてまとめていくことで，こ

○ 似た言葉と比べて読む れからの学習に活用することができるよ

○ 繰り返しを読む うにする。

○ 場面と場面をつないで読む ※ 他にも物語を貫いている主人公の心が

○ 文末表現を読む 分かる物語はないのか問題意識をもた

せ，関連教材につなぐ。

１ 読みのまとめでもった問題意識とつないで ※「ごんぎつね」のように，物語の中に貫17 ，

関 主人公の心や，心の通い合いについて考えて かれているものがおにたのどんな心かを18

連 いくことを確認する。 読んでいくことに気付かせる。19

づ ○ おにたの言動を読んでいくことで，一

【

け ２ 関連教材「おにたのぼうし」を読む。 生懸命頑張っても最後まで人間に気付い〇

て てもらえない，分かってもらえないさみ組

読 ３ 書き込みをし 「おにたのぼうし」のどの しい心をとらえさせる。本 ，

む 叙述を中心に読んでいくのかを話し合う。時

※ ２つの教材を読み比べることで，お互

】

４「おにたのぼうし」のおにたのさみしい心を いが分かり合い，心を通い合わせること

読み取り 「ごんぎつね」と比べて読むこと の難しさと大切さについての考えを深め，

で心の通い合いについて考える。 させる。

読
み
・
読
み
方
の
ま
と
め



- 6 -４年

第４学年〇組 （公開授業〇）

（１９／１９） 関連づけて読む５．本 時

６．本時の目標

○ 主人公であるおにたの言動から分かってもらえないさみしい心を読み取り 「ごんぎつね」で，

学習したことと関連づけて読むことによって，分かり合うこと，心を通い合わせることについて

の見方・考え方を深めることができる。

○ 場面と場面をつないで読んだり，繰り返しの表現を読んだりすることによって，人物の気持ち

の動きをとらえる読み方を活用することができる。

７．本時指導の考え方

， ，「 」 ， ，前時までに 子どもたちは ごんぎつね で なんとか兵十に自分の存在に気付いてほしい

兵十と分かり合いたいと願うが，死をもってしか気付いてもらうことのできなかったごんのひと

りぼっちのさみしい心を読み確かめている。

本時は，自分の存在に気付いてほしい，誰かと分かり合いたいと願い行動したが，誰にも分か

ってもらえなかったおにたのひとりぼっちのさみしい心を読み取り 「おにたのぼうし」を「ご，

んぎつね」と比べることによって，分かり合うこと，心を通い合わせることの難しさと大切さに

ついての見方・考え方を深める学習である。

そのために，まず，前時の書き込みをもとに，おにたのさみしさが分かる中心文である「おに

だって，いろいろあるのに。おにだって…… 」の叙述から，どんなに頑張っても鬼というもの。

を，悪いものとしか思ってくれないと分かったときのおにたの気持ちについて考えさせる。そし

て，その後「氷がとけたように，急におにたがいなくなりました 」の叙述と，まだあったかい。

黒い豆だけが残されていたというところから，女の子のために豆を残して突然いなくなってしま

ったおにたのさみしい心について考えさせる。次に，おにたの姿と，死をもってしか気付いても

らえず，分かり合うことができなかったごんの姿とを比べて読むことで，お互いに分かり合うこ

と，心を通い合わせることの難しさと大切さに気付かせる。最後に 「おにたのぼうし」で読み，

取ったおにたのさみしい心と 「ごんぎつね」と比べて読むことで分かった，心の通い合いにつ，

いて書きまとめさせる。

８．板書計画
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。
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、
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っ
て
も
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。
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付
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と
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９．本時の展開

学習活動と内容 指導上の留意点（※ ）「関連づけて読む」活動に関して

１ 本時学習のめあてを確かめる。 ※ 前時までに学習したことをもとに，おに

たのひとりぼっちのさみしさについて読み

取り，心の通い合いについて考えていくこ

〈学習のめあて〉 とを意識付ける。

｢ごんぎつね」と「おにたのぼうし」をくらべて読み，心の通い合いについて考えよう。

２ 前時の書き込みをもとに，おにたの気持ちを考 ○ 前時の書き込みをもとに発表し合い，友

え，話し合う。 達の読みと比べながら，おにたのさみしい

( )｢おにだって，いろいろあるのに。おにだって 心を読み取らせる。1

…… 」の叙述からおにたの気持ちを考える。。

○ おには悪いと決めつけられていることに対す ○ 前場面の心内語（おににもいろいろある

るさみしい心をとらえること のにな ）とつないで考えさせる。。

・ やっぱり鬼は悪者だと思われているんだ。どうして決めつけるんだろう。 ・ ぼくは悪い鬼じゃないのに。

・ ぼくたちはお母さんの病気を悪くなんかしないのに。 ・ やっと友達になれると思ったのに。

( )「氷がとけたように，急におにたがいなくなり ○ 最後まで女の子を喜ばせたいと思いなが2

ました 」の叙述と，まだあったかい黒い豆が残 らも，何も言えずに去っていったおにたの。

っていたところからおにたの気持ちを考える。 さみしい心を読み取らせる。

○ さよならも言えないほどさみしくなったおに

たの気持ちを考えること

○ 分かってもらえなくても最後まで女の子に優

しいおにたの気持ちを考えること

。・ もうぼくはここにいられない。さようなら。 ・ きみはぼくのこと分かってくれると思ったのに

・ お母さんのために豆まきをしてあげて 黒い豆をおいていくよ ・ ぼくが黒豆になってあげるよ。。 。

３ 二つの作品を比べて見つけた共通点から分かっ

たことについて話し合う。

「ごんぎつね」のごんも 「おにたのぼうし」のおにたも自分のことに気付いてほしい，だれかに分かってほしいと思ってい，

。 ， 。 。ろんなことをした でも 分かり合って友達になれなかった どちらも最後まで分かり合うことができなくてさみしかった

お互いが，分かり合うことがむずかしいことが分かった。

４ 本時学習のまとめをする。

( ) 読み取ったおにたのさみしい心と，心の通い1

合いについて分かったことを書きまとめる。

自分の存在に気付いてほしい，人間と分かり合いたいとどんなに頑張っても，鬼は悪いものと

しか思ってもらえなかったおにたのひとりぼっちのさみしい心が分かった ｢ごんぎつね と お。 」 「

にたのぼうし」を比べて読むことで，お互いが分かり合い，心を通い合わせることは，とても難

しいことと大切であることが分かった。

( ) 読み取ったことを発表する。 ※ 板書をもとに，おにたのひとりぼっちの2

さみしい心についてと 「ごんぎつね」と，

「おにたのぼうし」を比べて分かったこと

について書きまとめさせる。



- 8 -４年

第４学年〇組 （公開授業〇）

（１５／１９） 基礎・基本５．本 時

６．本時の目標

○ ぐったりと目をつぶったままうなずいたごんの様子から，死をもってしか兵十に気付いてもら

えなかったごんのひとりぼっちのさみしい心を読み取ることができる。

○ 場面と場面をつないで読んだり，呼称の変化を読んだりすることによって，場面相互のつなが

りの中で，人物の気持ちの動きをとらえる読み方を身に付けることができる。

７．本時指導の考え方

前時までに，子どもたちは，ごんの生活の様子や境遇，兵十との関係を読み取ったり，兵十と

分かり合いたい，自分の存在を分かってほしいと思っているごんの気持ちを考えたりして，各場

面のごんのひとりぼっちのさみしい心を読み確かめている。

本時は，最後にぐったりと目をつぶったままうなずくごんの様子から，死をもってしか兵十に

気付いてもらえなかったごんのひとりぼっちのさみしい心を読み確かめる学習である。

そのために，まず，中心文から，ごんがぐったりとしながらもうなずいたときの気持ちを考え

させる。兵十への思いが通じていないことを知った夜のごんの気持ちや，引き合わないと思った

にもかかわらずその明くる日もつぐないにいくごんの行動とつないで，兵十と分かり合いたいと

一途に願うごんの気持ちの強さを読み取る。さらに，兵十の家の中へこっそり入っていく意味を

とらえ，そこまで決心しているごんの気持ちをとらえさせる。次に，ごんをうった後の，兵十の

ごんに対する呼び方が今までと違うことから，ごんにとっては，願いが叶ったものの，自分の死

をもってしか「ごん」と呼んでもらえなかったごんのひとりぼっちのさみしい心に気付かせる。

さらに，最後の一文に着目させ，青いけむりが出ている間に，ごんの頭の中には，今までの兵十

への思いが思い出されていることを想像させると同時に，ごんの死が迫っていることに気付かせ

。 ， ，る そして 今にも消えていきそうなごんの命を目の前にした兵十のごんへの気持ちを考えさせ

自分の手でうってしまった兵十の後悔を，兵十が今後も引きつぐであろうことをとらえさせる。

最後に，うなずいたごんの気持ちと兵十の後悔をつないで，語り手の心に残ったごんのひとりぼ

っちのさみしい心の中身をまとめさせる。

８．板書計画
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と
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取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
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付
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９．本時の展開

学習活動と内容 指導上の留意点(◎基礎・基本の重点)

１ 本時学習のめあてを確かめる。 ○ 前時までの掲示物を用いて，これまで

○ 学習計画を基に，ごんのひとりぼっちのさみし の内容を振り返り，本時学習の見通しを

い心につながる言動を詳しく読んでいくことを確 もたせる。

認する。

〈学習のめあて〉

ぐったりと目をつぶったままうなずいたごんの様子から，ごんのひとりぼっちのさみしい心を

読み確かめよう。

２ ぐったりと目をつぶったままうなずくごんの気持 ○ 前時の書き込みをもとに，自分の考え

ちを話し合う。 との共通点や相違点を明らかにしなが

( ) ぐったりとしながらもうなずいたときのごんの ら，話し合いを進めていくことを確認す1

気持ちを考える。 る。

○ 兵十への思いが通じていないことを知った夜に ◎ 前時までに話し合ったことや，一行空

ほら穴で考えたこと，明くる日もつぐないにいっ き，つぐないにいくごんの様子，つぐな

たことからごんの気持ちの強さをとらえること いの仕方を前時と比べて，その意味をと

○ 前場面までとつぐないの仕方がちがうことから らえ，ごんの兵十への強い思いに気付か

ごんの気持ちの強さをとらえること せる。

・ 言葉をはずして読む

「土間にくりが（固めて）置いてあるのが～ 」。

( ) 兵十にうたれたときのごんの気持ちを考える。 ◎ 兵十のごんに対する呼び方が今までと2

○ 兵十に初めて「ごん」と呼ばれたことから，や 違うことに着目させる。

っとごんの願いが叶ったことをとらえること ○ 「ごん，おまいだったのか 」と声を。

・ 呼称の変化を読む かけられ，ごんにとっては，願いが叶っ

「あのごんぎつねめ」→「ごん」 たことを確認する。

３ 青いけむりが，まだつつ口から細く出ていたとき

のごんの様子や兵十の気持ちについて話し合う。

( ) ごんの様子について話し合う。 ○ 叙述から，ごんの死が迫っていること1

○ やっと兵十への思いが通じたものの，ごんの命 に気付かせる。その際，ごんの頭の中に

が今にも消えそうなことをとらえること は，兵十への今までの思いが思い出され

ていることを想像させる。

( ) 兵十の気持ちについて話し合う。 ○ 自分の手でうってしまった兵十の後悔2

○「～ばたりと取り落としました 」の叙述を基に， を，兵十が引きつぐであろうことをとら。

自分の手でうってしまったことを後悔しているこ えさせる。

とをとらえること

４ 本時学習のまとめをする。 ○ 板書を見ながら，話し合ったことをつ

( ) 読み確かめたごんのさみしい心を書きまとめる なぎ，語り手の心に残ったものを自分の1 。

言葉で，ごんのひとりぼっちのさみしい

心として書きまとめさせる。

やっと自分に気付いてもらったごんだったが，死をもってしか兵十に気付いてもらえなかった

ごんのひとりぼっちのさみしい心。兵十は，自分の手でうってしまった後に，ごんのさみしい心

に気付き，取り返しのつかないことをしたことを後悔し続けるであろう。ごんと兵十，両者の心

が通い合うことのなかった切なさ，やるせなさが語り手の心に残った。

( ) 読み確かめたことを発表する。2

( ) 本時で使った読み方をまとめる。 ◎ 本時で使った読み方を振り返り 「読3 ，

○ 場面と場面をつないで読む み方の種」としてまとめる。

○ 呼称の変化を読む

○ 言葉をはずして読む
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